
2025年 3月 16日（日）13:00～ 18:00日　　時

500円 (税込 )

途中参加
途中退出自由

参加者同士の“交流タイム”は 16:00～ 17:00に開催します

※月額会員の方はプラン内でご参加いただけます

※ヒカリバ内の本棚の書籍をお読みの方は手ぶらでお越しください

参 加 費

普段積んでいて読めていない書籍をお持ちの方
（専門書に限らず、ラノベ、マンガ、電子書籍等もＯＫ）

参加資格

「積読本」1冊以上携 行 品

会場 20名／オンライン 若干名定　　員

次回使用できる 500円分ドロップイン無料チケット参加特典

山口県光市浅江 1-4-14
アイオイビル 3F

https://hikariba.jp/主催・問合せ先
0833-71-3650

買ったはいいが読む機会に恵まれぬまま 本棚や平積み
されたままの書籍たち。きっと手にしたときは何か意
味があったはずだ。
読む機会を失ってしまった書籍たちの 1ページを 
開いたら よみすすめるのだ。

まもなく桜が咲き始める季節。暖かく活動的な時期は
もう目の前にある。会場そばは桜と菜の花の名所。桜
の下で開く積読本には、これからの未来を託したい。
明るく活動的な時期に読んで見てほしい一冊をの照会
ををきっかけに互いに楽しもうじゃないか。

目標のページ数や章などを決めてから読む 「積読仲間」との交流を楽しもう

【積読 （つんどく）】 とは、 本を購入した後 「いつかは読もう」 と思ったまま、 まだ読まれずに放置してある （積んでおく） 状
態や、 そのような状態の本のことをいいます。
特にデザイナーやシステムエンジニアなど、 クリエイティブ産業に従事される方にとっては、 技術書というさまざまなバイブル
本と巡り会う機会が多い一方で、 ニッチな書籍が多い分、 「絶版」 となり後に手にすることができないこともしばしば。 マンガ
好きな方の中には限定版や特装版のコレクションを頑張って読みそびれたり、 長いシリーズを読み返しながら進める中で挫折
していることもあるだろう。 結果、 書籍との一期一会の機会に手にすることが多く積まれた状態の書籍が多くなりがちです。
改めてこれら書籍をちょっとだけでも読みつつ、コワーキングスペースでの出会いと交流を楽しむティータイムはいかがですか。

テーマ「明」

桜の下で積読仲間と交流しよう桜の下で積読仲間と交流しよう積んでいる本に春を告げよう積んでいる本に春を告げよう

積読クエスト 2025春
in HiKARiBA

つんどく

いまだ読めぬ 1冊を開く読書会＆交流会


